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(57)【要約】
　画像信号の補正を精度良く行うことができる医療シス
テムを提供する。複数の画素から光電変換後の電気信号
を画像情報として出力する撮像素子２４４と、撮像素子
２４４と双方向に通信可能に接続された処理装置３と、
を備えた内視鏡システム１であって、撮像素子２４４は
、撮像素子２４４の温度を検出する温度検出部２４４ｄ
と、温度検出部２４４ｄが検出した温度に関する温度情
報を画像情報とともに外部へ出力する重畳部２４４ｅと
、を備え、処理装置３は、重畳部２４４ｅから入力され
た温度情報に基づいて、撮像素子２４４を制御する処理
制御部３０９と、を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素から光電変換後の電気信号を画像情報として出力する撮像素子と、前記撮像
素子と双方向に通信可能に接続された処理装置と、を備えた医療システムであって、
　前記撮像素子は、
　当該撮像素子の温度を検出する温度検出部と、
　前記温度検出部が検出した温度に関する温度情報を前記画像情報とともに外部へ出力す
る出力部と、
　を備え、
　前記処理装置は、
　前記出力部から入力された前記温度情報に基づいて、前記撮像素子を制御する制御部と
、
　を備えたことを特徴とする医療システム。
【請求項２】
　前記撮像素子は、前記電気信号に対して所定の信号処理を行う信号処理部をさらに備え
、
　前記温度検出部は、前記信号処理部の近傍の温度を検出することを特徴とする請求項１
に記載の医療システム。
【請求項３】
　前記温度検出部は、前記複数の画素のうち遮光されている画素の出力に基づいて、当該
撮像素子の温度を検出することを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記温度情報に基づいて、前記撮像素子における読み出し対象の画素数
を変更することを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項５】
　光を照射する照明部と、
　前記温度検出部が検出した前記温度情報に基づいて、前記照明部の駆動を制御する照明
制御部と、
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像用の複数の画素のうち読み出し対象として任意に指定された画素から光
電変換後の電気信号を画像情報として出力可能である医療システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野においては、患者等の被検体の臓器を観察する際に内視鏡システムが用
いられている。内視鏡システムは、たとえば可撓性を有する細長形状をなし、被検体の体
腔内に挿入される撮像装置（電子スコープ）と、撮像装置の先端に設けられて体内画像を
撮像する撮像素子と、撮像素子が撮像した体内画像に所定の画像処理を行う処理装置（外
部プロセッサ）と、処理装置が画像処理を行った体内画像を表示可能な表示装置とを有す
る。内視鏡システムを用いて体内画像を取得する際には、被検体の体腔内に挿入部を挿入
した後、この挿入部の先端から体腔内の生体組織に照明光を照射し、撮像素子が体内画像
を撮像する。医師等のユーザは、表示装置が表示する体内画像に基づいて被検体の臓器の
観察を行う。
【０００３】
　このような内視鏡システムとして、撮像素子の温度を検出することにより、撮像素子の
温度上昇に伴う画質の劣化を防止する技術が知られている（特許文献１参照）。この技術
では、撮像素子の周辺に温度センサを設け、この温度センサが検出した温度に基づいて、
撮像素子が出力する画像信号を補正することによって画質の劣化を防止している。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－０７９５６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１では、撮像素子の周辺の温度を検出しているため、
画質の劣化に直結する撮像素子自身の温度を検出することができず、画像信号の補正を精
度良く行うことができなかった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、画像信号の補正を精度良く行うことが
できる医療システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる医療システムは、複数
の画素から光電変換後の電気信号を画像情報として出力する撮像素子と、前記撮像素子と
双方向に通信可能に接続された処理装置と、を備えた医療システムであって、前記撮像素
子は、当該撮像素子の温度を検出する温度検出部と、前記温度検出部が検出した温度に関
する温度情報を前記画像情報とともに外部へ出力する出力部と、を備え、前記処理装置は
、前記出力部から入力された前記温度情報に基づいて、前記撮像素子を制御する制御部と
、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる医療システムは、上記発明において、前記撮像素子は、前記電気
信号に対して所定の信号処理を行う信号処理部をさらに備え、前記温度検出部は、前記信
号処理部の近傍の温度を検出することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる医療システムは、上記発明において、前記温度検出部は、前記複
数の画素のうち遮光されている画素の出力に基づいて、当該撮像素子の温度を検出するこ
とを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる医療システムは、上記発明において、前記制御部は、前記温度情
報に基づいて、前記撮像素子における読み出し対象の画素数を変更することを特徴とする
。
【００１１】
　また、本発明にかかる医療システムは、上記発明において、光を照射する照明部と、前
記温度検出部が検出した前記温度情報に基づいて、前記照明部の駆動を制御する照明制御
部と、をさらに備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、制御部が温度検出部によって検出された撮像素子の温度情報に基づい
て、撮像素子を制御する。この結果、撮像素子が出力する画像信号の補正を精度良く行う
ことができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示す図であ
る。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの要部の機能構成を示す
ブロック図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムにおける内視鏡の撮像素



(4) JP WO2013/128764 A1 2013.9.6

10

20

30

40

50

子の構成を示す模式図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムが実行する処理の概要を
示すフローチャートである。
【図５】図５は、本発明の実施の形態２にかかる内視鏡システムにおける内視鏡の撮像素
子の構成を示す模式図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態２にかかる温度検出画素を含む通常画素の一部の要
部を模式的に拡大した拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として、患者等の
被検体の体腔内の画像を撮像して表示する医療用の内視鏡システムを医療システムとして
説明する。また、この実施の形態により、この発明が限定されるものではない。さらに、
図面の記載において、同一部分には同一の符号を付している。さらにまた、図面は、模式
的なものであり、各部材の厚みと幅との関係、各部材の比率等は、現実と異なることに留
意する必要がある。また、図面の相互間においても、互いの寸法や比率が異なる部分が含
まれている。
【００１５】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示す図である。図
２は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの要部の機能構成を示すブロック図
である。
【００１６】
　図１および図２に示すように、内視鏡システム１は、被検体の体腔内に先端部を挿入す
ることによって被検体の体内画像を撮像する撮像装置としての内視鏡２（電子スコープ）
と、内視鏡２が撮像した体内画像に所定の画像処理を施すとともに、内視鏡システム１全
体の動作を統括的に制御する処理装置３（外部プロセッサ）と、内視鏡２の先端から出射
する照明光を発生する光源装置４と、処理装置３が画像処理を施した体内画像を表示する
表示装置５と、を備える。
【００１７】
　内視鏡２は、可撓性を有する細長形状をなす挿入部２１と、挿入部２１の基端側に接続
され、各種の操作信号の入力を受け付ける操作部２２と、操作部２２から挿入部２１が延
びる方向と異なる方向に延び、処理装置３および光源装置４とを接続する各種ケーブルを
内蔵するユニバーサルコード２３と、を備える。
【００１８】
　挿入部２１は、後述する撮像素子を内蔵した先端部２４と、複数の湾曲駒によって構成
された湾曲自在な湾曲部２５と、湾曲部２５の基端側に接続され、可撓性を有する長尺状
の可撓管部２６と、を有する。
【００１９】
　先端部２４は、グラスファイバ等を用いて構成されて光源装置４が発光した光の導光路
をなすライトガイド２４１と、ライトガイド２４１の先端に設けられた照明レンズ２４２
と、集光用の光学系２４３と、光学系２４３の結像位置に設けられ、光学系２４３が集光
した光を受光して電気信号に光電変換して所定の信号処理を施す撮像素子２４４と、を有
する。
【００２０】
　光学系２４３は、一または複数のレンズを用いて構成され、画角を変化させる光学ズー
ム機能および焦点を変化させるフォーカス機能を有する。
【００２１】
　撮像素子２４４は、光学系２４３からの光を光電変換して電気信号を出力するセンサ部
２４４ａと、センサ部２４４ａが出力した電気信号に対してノイズ除去やＡ／Ｄ変換を行
うアナログフロントエンド２４４ｂ（以下、「ＡＦＥ部２４４ｂ」という）と、センサ部
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２４４ａの駆動タイミングおよびＡＦＥ部２４４ｂにおける各種信号処理のパルスを発生
するタイミングジェネレータ２４４ｃと、撮像素子２４４内の温度を検出する温度検出部
２４４ｄと、ＡＦＥ部２４４ｂが出力したデジタル信号（画像信号）と温度検出部２４４
ｄから入力された温度情報を重畳してＰ／Ｓ変換部２４４ｆへ送信する重畳部２４４ｅと
、重畳部２４４ｅが出力した画像信号をパラレル／シリアル変換して外部に送信するＰ／
Ｓ変換部２４４ｆと、撮像素子２４４の各種の情報を記録する記録部２４４ｈと、撮像素
子２４４の動作を制御する撮像制御部２４４ｉと、を有する。撮像素子２４４は、ＣＭＯ
Ｓ（Complementary　Metal　Oxide　Semiconductor）イメージセンサである。
【００２２】
　センサ部２４４ａは、光量に応じた電荷を蓄積するフォトダイオードおよびフォトダイ
オードが蓄積した電荷を増幅する増幅器をそれぞれ有する複数の画素が２次元マトリック
ス状に配設された受光部２４４ｊと、受光部２４４ｊの複数の画素のうち読み出し対象と
して任意に設定された画素が生成した電気信号を画像情報として読み出す読み出し部２４
４ｋと、を有する。
【００２３】
　ＡＦＥ部２４４ｂは、電気信号（アナログ）に含まれるノイズ成分を低減するノイズ低
減部２４４ｌと、電気信号の増幅率（ゲイン）を調整して一定の出力レベルを維持するＡ
ＧＣ（Auto　Gain　Control）部２４４ｍと、ＡＧＣ部２４４ｍを介して出力された画像
情報（画像信号）としての電気信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部２４４ｎと、を有する
。ノイズ低減部２４４ｌは、たとえば相関二重サンプリング（Correlated　Double　Samp
ling）法を用いてノイズの低減を行う。
【００２４】
　ここで、撮像素子２４４の詳細な構成について説明する。図３は、撮像素子２４４の構
成を示す模式図である。
【００２５】
　図３に示す撮像素子２４４のセンサ部２４４ａは、上述したように、光学系２４３から
の光を光電変換して電気信号を画像情報として出力し、光量に応じた電荷を蓄積するフォ
トダイオードおよびフォトダイオードが蓄積した電荷を増幅する増幅器をそれぞれ有する
複数の画素Ｐが２次元マトリックス状に配設された受光部２４４ｊと、受光部２４４ｊの
複数の画素Ｐのうち読み出し対象として任意に設定された画素Ｐが生成した電気信号を画
像情報として読み出す読み出し部２４４ｋとしての垂直走査回路ＶＣ（行選択回路）およ
び水平走査回路ＨＣ（列選択回路）と、を有する。垂直走査回路ＶＣおよび水平走査回路
ＨＣは、各画素Ｐとそれぞれ接続され、画素を選択するための回路である。また、水平走
査回路ＨＣは、各画素Ｐからの電気信号を外部に出力する。また、受光部２４４ｊは、画
素情報として出力する有効画素領域Ｒ１と、膜等によって常時遮光され、暗時の出力を検
出するためのオプティカルブラック領域Ｒ２（以下、「ＯＢ領域Ｒ２」という）と、を有
する。ＯＢ領域Ｒ２は、撮像制御部２４４ｉがＯＢ領域Ｒ２から出力される画素ＰBの出
力レベルを監視することで、ノイズレベルが所定値を超えたか否かを検出するために用い
られる。
【００２６】
　タイミングジェネレータ２４４ｃは、入力端子Ｔ１から入力される基準クロックに基づ
いて、撮像素子２４４の駆動タイミングを発生する。
【００２７】
　温度検出部２４４ｄは、発熱の比較的に大きいＡＦＥ部２４４ｂの近傍に配置される。
具体的には、温度検出部２４４ｄは、ＡＦＥ部２４４ｂのＡ／Ｄ変換部２４４ｎの近傍に
配置される。温度検出部２４４ｄは、ＰＮジャンクションの順方向電圧を監視し、これを
量子化することによって撮像素子２４４の温度を検出する。温度検出部２４４ｄは、検出
した温度に関する温度情報をＡ／Ｄ変換を行って重畳部２４４ｅに出力する。
【００２８】
　重畳部２４４ｅは、ＡＦＥ部２４４ｂが出力したデジタル信号（画像信号）に温度検出
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部２４４ｄから入力されたデジタルの温度情報（電気信号）を重畳した重畳信号をＰ／Ｓ
変換部２４４ｆに出力する。なお、本実施の形態１では、重畳部２４４ｅが出力部として
機能する。
【００２９】
　Ｐ／Ｓ変換部２４４ｆは、重畳部２４４ｅが出力した画像信号をパラレル／シリアル変
換し、出力端子Ｔ３を介して外部に送信する。
【００３０】
　撮像制御部２４４ｉは、入力端子Ｔ２から入力される設定データ（制御信号）に基づい
て、撮像素子２４４の各種動作を制御する。
【００３１】
　図１および図２に戻り、内視鏡２の構成の説明を続ける。
　操作部２２は、湾曲部２５を上下方向および左右方向に湾曲させる湾曲ノブ２２１と、
体腔内に生体鉗子、レーザメスおよび検査プローブ等の処置具を挿入する処置具挿入部２
２２と、処理装置３、光源装置４に加えて、送気手段、送水手段、送ガス手段等の周辺機
器の操作指示信号を入力する操作入力部である複数のスイッチ２２３と、を有する。処置
具挿入部２２２から挿入される処置具は、先端部２４の処置具チャンネル（図示せず）を
経由して開口部（図示せず）から表出する。
【００３２】
　ユニバーサルコード２３は、ライトガイド２４１と、１または複数のケーブルをまとめ
た集合ケーブル２４８と、を少なくとも内蔵している。ユニバーサルコード２３は、光源
装置４に着脱自在なコネタク部２７を有する。コネタク部２７は、コイル状のコイルケー
ブル２７ａが延設し、コイルケーブル２７ａの延出端に処理装置３と着脱自在なコネタク
部２８を有する。
【００３３】
　つぎに、処理装置３の構成について説明する。処理装置３は、分離部３００と、Ｓ／Ｐ
変換部３０１と、画像処理部３０２と、明るさ検出部３０３と、調光部３０４と、読出ア
ドレス設定部３０５と、駆動信号生成部３０６と、入力部３０７と、記録部３０８と、処
理制御部３０９と、基準クロック生成部３１０と、を備える。
【００３４】
　分離部３００は、撮像素子２４４から入力された画像信号に温度情報が重畳された重畳
信号を、画像信号と温度情報とに分離し、画像信号をＳ／Ｐ変換部３０１に出力する一方
、温度情報を処理制御部３０９に出力する。
【００３５】
　Ｓ／Ｐ変換部３０１は、分離部３００から入力された画像信号（電気信号）をシリアル
／パラレル変換して画像処理部３０２に出力する。
【００３６】
　画像処理部３０２は、Ｓ／Ｐ変換部３０１から入力された画像信号をもとに、表示装置
５が表示する体内画像を生成する。画像処理部３０２は、同時化部３０２ａと、ホワイト
バランス（ＷＢ）調整部３０２ｂと、ゲイン調整部３０２ｃと、γ補正部３０２ｄと、Ｄ
／Ａ変換部３０２ｅと、フォーマット変更部３０２ｆと、サンプル用メモリ３０２ｇと、
静止画像用メモリ３０２ｈと、を有する。
【００３７】
　同時化部３０２ａは、画素情報として入力された画像情報を、画素ごとに設けられた３
つのメモリ（図示せず）に入力し、読み出し部２４４ｋが読み出した受光部２４４ｊの画
素のアドレスに対応させて、各メモリの値を順次更新しながら保持するとともに、これら
３つのメモリの画像情報をＲＧＢ画像情報として同時化する。同時化部３０２ａは、同時
化したＲＧＢ画像情報をホワイトバランス調整部３０２ｂへ順次出力するとともに、一部
のＲＧＢ画像情報を、明るさ検出などの画像解析用としてサンプル用メモリ３０２ｇへ出
力する。
【００３８】
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　ホワイトバランス調整部３０２ｂは、ＲＧＢ画像情報のホワイトバランスを自動的に調
整する。具体的には、ホワイトバランス調整部３０２ｂは、ＲＧＢ画像情報に含まれる色
温度に基づいて、ＲＧＢ画像情報のホワイトバランスを自動的に調整する。
【００３９】
　ゲイン調整部３０２ｃは、ＲＧＢ画像情報のゲイン調整を行う。ゲイン調整部３０２ｃ
は、ゲイン調整を行ったＲＧＢ信号をγ補正部３０２ｄへ出力するとともに、一部のＲＧ
Ｂ信号を、静止画像表示用、拡大画像表示用または強調画像表示用として静止画像用メモ
リ３０２ｈへ出力する。
【００４０】
　γ補正部３０２ｄは、表示装置５に対応させてＲＧＢ画像情報の階調補正（γ補正）を
行う。
【００４１】
　Ｄ／Ａ変換部３０２ｅは、γ補正部３０２ｄが出力した階調補正後のＲＧＢ画像情報を
アナログ信号に変換する。
【００４２】
　フォーマット変更部３０２ｆは、アナログ信号に変換された画像情報をハイビジョン方
式等の動画用のファイルフォーマットに変更して表示装置５に出力する。
【００４３】
　明るさ検出部３０３は、サンプル用メモリ３０２ｇが保持するＲＧＢ画像情報から、各
画素に対応する明るさレベルを検出し、検出した明るさレベルを内部に設けられたメモリ
に記録するとともに処理制御部３０９へ出力する。また、明るさ検出部３０３は、検出し
た明るさレベルをもとにゲイン調整値および光照射量を算出し、ゲイン調整値をゲイン調
整部３０２ｃへ出力する一方、光照射量を調光部３０４へ出力する。
【００４４】
　調光部３０４は、処理制御部３０９の制御のもと、明るさ検出部３０３が算出した光照
射量をもとに光源装置４が発生する光の種別、光量、発光タイミング等を設定し、この設
定した条件を含む光源同期信号を光源装置４へ送信する。
【００４５】
　読出アドレス設定部３０５は、センサ部２４４ａの受光面における読み出し対象の画素
および読み出し順序を設定する機能を有する。すなわち、読出アドレス設定部３０５は、
ＡＦＥ部２４４ｂが読出すセンサ部２４４ａの画素のアドレスを設定する機能を有する。
また、読出アドレス設定部３０５は、設定した読み出し対象の画素のアドレス情報を同時
化部３０２ａへ出力する。
【００４６】
　駆動信号生成部３０６は、撮像素子２４４を駆動するための駆動用のタイミング信号を
生成し、集合ケーブル２４８に含まれる所定の信号線を介してタイミングジェネレータ２
４４ｃへ送信する。このタイミング信号は、読み出し対象の画素のアドレス情報を含む。
【００４７】
　入力部３０７は、内視鏡システム１の動作を指示する動作指示信号等の各種信号の入力
を受け付ける。
【００４８】
　記録部３０８は、フラッシュメモリやＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）
等の半導体メモリを用いて実現される。記録部３０８は、内視鏡システム１を動作させる
ための各種プログラム、および内視鏡システム１の動作に必要な各種パラメータ等を含む
データを記録する。また、記録部３０８は、処理装置３の識別情報を記録する識別情報記
録部３０８ａを有する。ここで、識別情報には、処理装置３の固有情報（ＩＤ）、年式、
処理制御部３０９のスペック情報、伝送方式および伝送レート等が含まれる。
【００４９】
　処理制御部３０９は、ＣＰＵ等を用いて構成され、撮像素子２４４および光源装置４を
含む各構成部の駆動制御、および各構成部に対する情報の入出力制御などを行う。処理制
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御部３０９は、撮像制御のための設定データを、集合ケーブル２４８に含まれる所定の信
号線を介して撮像制御部２４４ｉへ送信する。処理制御部３０９は、内視鏡２から入力さ
れた温度検出部２４４ｄが検出した撮像素子２４４の温度情報に基づいて、撮像素子２４
４を制御する。
【００５０】
　基準クロック生成部３１０は、内視鏡システム１の各構成部の動作の基準となる基準ク
ロック信号を生成し、内視鏡システム１の各構成部に対して生成した基準クロック信号を
供給する。
【００５１】
　つぎに、光源装置４の構成について説明する。光源装置４は、光源４１と、光源ドライ
バ４２と、回転フィルタ４３と、駆動部４４と、駆動ドライバ４５と、光源制御部４６と
、を備える。
【００５２】
　光源４１は、白色ＬＥＤを用いて構成され、光源制御部４６の制御のもと、白色光を発
生する。光源ドライバ４２は、光源４１に対して光源制御部４６の制御のもとで電流を供
給することにより、光源４１に白色光を発生させる。光源４１が発生した光は、回転フィ
ルタ４３および集光レンズ（図示せず）およびライトガイド２４１を経由して先端部２４
の先端から照射される。なお、光源４１は、キセノンランプ等を用いて構成してもよい。
【００５３】
　回転フィルタ４３は、光源４１が発した白色光の光路上に配置され、回転することによ
り、光源４１が発する白色光を所定の波長帯域を有する光のみを透過させる。具体的には
、回転フィルタ４３は、赤色光（Ｒ）、緑色光（Ｇ）および青色光（Ｂ）それぞれの波長
帯域を有する光を透過させる赤色フィルタ４３１、緑色フィルタ４３２および青色フィル
タ４３３を有する。回転フィルタ４３は、回転することにより、赤、緑および青の波長帯
域（例えば、赤：６００ｎｍ～７００ｎｍ、緑：５００ｎｍ～６００ｎｍ、青：４００ｎ
ｍ～５００ｎｍ）を有する光を順次透過させる。これにより、光源４１が発する白色光は
、狭帯域化した赤色光、緑色光および青色光いずれかの光を内視鏡２に順次出射すること
ができる。
【００５４】
　駆動部４４は、ステッピングモータやＤＣモータ等を用いて構成され、回転フィルタ４
３を回転動作させる。駆動ドライバ４５は、光源制御部４６の制御のもと、駆動部４４に
所定の電流を供給する。
【００５５】
　光源制御部４６は、調光部３０４から送信された光源同期信号にしたがって光源４１に
供給する電流量を制御する。また、光源制御部４６は、処理制御部３０９の制御のもと、
駆動ドライバ４５を介して駆動部４４を駆動することにより、回転フィルタ４３を回転さ
せる。
【００５６】
　表示装置５は、映像ケーブルを介して処理装置３が生成した体内画像を処理装置３から
受信して表示する機能を有する。表示装置５は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Lumines
cence）を用いて構成される。
【００５７】
　以上の構成を有する内視鏡システム１が実行する処理について説明する。図４は、内視
鏡システム１が実行する処理の概要を示すフローチャートである。
【００５８】
　図４に示すように、まず、処理制御部３０９は、撮像素子２４４から温度情報を取得す
る（ステップＳ１０１）。具体的には、処理制御部３０９は、撮像制御部２４４ｉを介し
て温度検出部２４４ｄに撮像素子２４４内の温度情報を出力させる。
【００５９】
　続いて、処理制御部３０９は、取得した撮像素子２４４の温度と撮像素子２４４が駆動
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可能な温度上限とを比較し（ステップＳ１０２）、撮像素子２４４の温度が上限温度未満
でない場合（ステップＳ１０３：Ｎｏ）、光源装置４が出射する出射光量を下げる制御を
行う（ステップＳ１０４）。具体的には、処理制御部３０９は、光源制御部４６を介して
光源ドライバ４２が光源４１に供給する電流を下げることによって、光源装置４が出射す
る出射光量を下げる制御を行う。
【００６０】
　続いて、処理制御部３０９は、ゲイン調整部３０２ｃを介して撮像素子２４４から入力
された画像信号のゲインを上げる制御を行う（ステップＳ１０５）。これにより、光源装
置４が出射する出射光量が下がっても、撮像素子２４４が生成した画像信号のゲインを上
げることにより、体内画像が暗くなることを防止することができる。この際、処理制御部
３０９は、画像信号に対してノイズリダクション処理を画像処理部３０２に実行させるこ
とにより、体内画像の画質の劣化を軽減させてもよい。
【００６１】
　その後、処理制御部３０９は、内視鏡２による被検体の検査が終了したか否かを判断す
る（ステップＳ１０６）。内視鏡２による被検体の検査が終了したと処理制御部３０９が
判断した場合（ステップＳ１０６：Ｙｅｓ）、内視鏡システム１は、本処理を終了する。
これに対して、内視鏡２による被検体の検査が終了していないと処理制御部３０９が判断
した場合（ステップＳ１０６：Ｎｏ）、内視鏡システム１は、ステップＳ１０１へ戻る。
【００６２】
　ステップＳ１０３において、撮像素子２４４の温度が上限温度未満である場合（ステッ
プＳ１０３：Ｙｅｓ）について説明する。この場合、処理制御部３０９は、内視鏡システ
ム１が低温モードに設定されているか否かを判断する（ステップＳ１０７）。ここで、低
温モードとは、先端部２４の温度が所定の温度を超えないように光源装置４が出射する出
射光量を制限する検査モードである。内視鏡システム１が低温モードに設定されていると
処理制御部３０９が判断した場合（ステップＳ１０７：Ｙｅｓ）、内視鏡システム１は、
ステップＳ１０８へ移行する。これに対して、内視鏡システム１が低温モードに設定され
ていないと処理制御部３０９が判断した場合（ステップＳ１０７：Ｎｏ）、内視鏡システ
ム１は、ステップＳ１０６へ移行する。
【００６３】
　ステップＳ１０８において、処理制御部３０９は、光源装置４が出射する出射光量を上
げる制御を行う。具体的には、処理制御部３０９は、光源制御部４６を介して光源ドライ
バ４２が光源４１に供給する電流を上げることによって、光源装置４が出射する出射光量
を上げる制御を行う。
【００６４】
　続いて、処理制御部３０９は、ゲイン調整部３０２ｃを介して撮像素子２４４から入力
された画像信号のゲインを下げる制御を行う（ステップＳ１０９）。これにより、撮像素
子２４４が生成した画像信号のゲインを上げても、光源装置４が出射する出射光量が上が
っているため、体内画像の明るさを維持したまま、画質（Ｓ／Ｎ）が低下することを防止
することができる。その後、内視鏡システム１は、ステップＳ１０６へ移行する。
【００６５】
　以上説明した本発明の実施の形態１によれば、処理制御部３０９が温度検出部２４４ｄ
によって検出された撮像素子２４４の温度情報に基づいて、撮像素子２４４を制御する。
この結果、撮像素子２４４が出力する画像信号の補正を精度良く行うことができる。
【００６６】
　さらに、本発明の実施の形態１によれば、撮像素子２４４に温度検出部２４４ｄを設け
ているので、撮像素子２４４自身をより小型化にすることができる。この結果、内視鏡２
の先端部２４の細径化を行うことができる。
【００６７】
　さらにまた、本発明の実施の形態１によれば、撮像素子２４４内に温度検出部２４４ｄ
を設け、温度上昇が画質劣化に直結する撮像素子２４４自身の温度を直接的に検出するこ
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とができるので、精度良く温度制御を行うことができる。
【００６８】
　また、本実施の形態１では、処理制御部３０９が温度検出部２４４ｄによって検出され
た撮像素子２４４の温度情報に基づいて、光源装置４が出射する出射光量を調整していた
が、たとえば読み出し部２４４ｋが受光部２４４ｊから読み出す画素Ｐの画素数を変更す
ることによって、撮像素子２４４の温度上昇を防止してもよい。
【００６９】
　また、本実施の形態１では、処理制御部３０９が温度検出部２４４ｄによって検出され
た撮像素子２４４の温度情報に基づいて、撮像素子２４４のフレームレートを変更するこ
とによって、撮像素子２４４の温度上昇を防止してもよい。
【００７０】
　また、本実施の形態１では、処理制御部３０９が温度検出部２４４ｄによって検出され
た撮像素子２４４の温度情報に基づいて、撮像素子２４４が出力する画像信号のデータ量
を削減していたが、撮像制御部２４４ｉが画像信号のデータ量を削減してもよい。この場
合、撮像制御部２４４ｉは、１データ（１フレーム）のビット数の削減またはデータの読
み出しの低速化を行う。１データのビット数の削減を行う場合（ビットレートを落とす場
合）、撮像制御部２４４ｉは、センサ部２４４ａ、ノイズ低減部２４４ｌ、ＡＧＣ部２４
４ｍ、Ａ／Ｄ変換部２４４ｎ、重畳部２４４ｅおよびＰ／Ｓ変換部２４４ｆのいずれかが
出力する１データのビット数を削減させる。また、データの読み出しの低速化を行う場合
（フレームレートを落とす場合）、撮像制御部２４４ｉは、タイミングジェネレータ２４
４ｃのタイミングを遅くする制御を行うことにより、センサ部２４４ａ、ノイズ低減部２
４４ｌ、ＡＧＣ部２４４ｍ、Ａ／Ｄ変換部２４４ｎ、重畳部２４４ｅおよびＰ／Ｓ変換部
２４４ｆのいずれかが出力するデータのフレームレートを落とすことで、データの読み出
しの低速化を行う。
【００７１】
　また、本実施の形態１では、処理制御部３０９が温度検出部２４４ｄによって検出され
た撮像素子２４４の温度情報に基づいて、撮像素子２４４を制御していたが、たとえば内
視鏡２のコネタク部２７内に配置されたＦＰＧＡ（図示せず）が温度検出部２４４ｄによ
って検出された撮像素子２４４の温度情報に基づいて、撮像素子２４４を制御してもよい
。もちろん、操作部２２内に設けられたＦＰＧＡ（図示せず）によって撮像素子２４４を
制御してもよい。
【００７２】
　また、本実施の形態１では、先端部２４にヒータを設け、処理制御部３０９が温度検出
部２４４ｄによって検出された撮像素子２４４の温度情報に基づいて、ヒータの駆動を制
御してもよい。
【００７３】
　また、本実施の形態１では、撮像制御部２４４ｉが温度検出部２４４ｄによって検出さ
れた撮像素子２４４の温度情報に基づいて、ＡＧＣ部２４４ｍのゲインを調整してもよい
。
【００７４】
　また、本実施の形態１では、先端部２４にＬＥＤ等の発光部を設け、撮像制御部２４４
ｉが温度検出部２４４ｄによって検出された撮像素子２４４の温度情報に基づいて、発光
部の駆動を制御してもよい。
【００７５】
　また、本実施の形態１では、画像信号に温度情報を重畳していたが、たとえば設定デー
タ（制御信号）に温度情報を重畳して処理装置３に出力してもよい。
【００７６】
　また、本実施の形態１では、処理制御部３０９が温度検出部２４４ｄから取得した温度
情報に基づいて、光源装置４が出射する出射光量を制御していたが、たとえば温度検出部
２４４ｄから取得した温度が閾値を超えている場合、表示装置５に警告を表示させてもよ
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い。
【００７７】
（実施の形態２）
　つぎに、本発明の実施の形態２について説明する。本実施の形態２にかかる内視鏡シス
テムは、上述した実施の形態にかかる内視鏡システムにおける内視鏡の撮像素子の構成の
み異なる。このため、以下においては、本実施の形態２にかかる内視鏡システムにおける
内視鏡の撮像素子の構成について説明する。なお、上述した実施の形態１と同一の構成に
は同一の符号を付して説明する。
【００７８】
　図５は、本実施の形態２にかかる内視鏡システムにおける内視鏡の撮像素子の構成を示
す模式図である。図５に示す撮像素子１００は、センサ部１０１と、ＡＦＥ部２４４ｂと
、タイミングジェネレータ２４４ｃと、Ｐ／Ｓ変換部２４４ｆと、撮像制御部２４４ｉと
、を備える。
【００７９】
　センサ部１０１は、光学系２４３からの光を光電変換して電気信号を画像情報として出
力し、光量に応じた電荷を蓄積するフォトダイオードおよびフォトダイオードが蓄積した
電荷を増幅する増幅器をそれぞれ有する複数の画素Ｐが２次元マトリックス状に配設され
た受光部１０１ａと、受光部１０１ａの複数の画素Ｐのうち読み出し対象として任意に設
定された画素Ｐが生成した電気信号を画像情報として読み出す読み出し部２４４ｋとして
の垂直走査回路ＶＣ（行選択回路）および水平走査回路ＨＣ（列選択回路）と、を有する
。また、受光部１０１ａは、画素情報として出力する有効画素領域Ｒ１と、膜等によって
常時遮光され、暗時の出力を検出するためのＯＢ領域Ｒ２と、を有する。さらに、センサ
部１０１は、撮像素子１００内の温度を検出する温度検出部としての温度検出回路１０２
を有する。
【００８０】
　温度検出回路１０２は、発熱の比較的に大きいＡＦＥ部２４４ｂの近傍の受光部１０１
ａ内に設けられる。温度検出回路１０２は、ＯＢ領域Ｒ２内の遮光されている画素ＰBに
よって実現される。たとえば、温度検出回路１０２は、画素ＰBの順方向電圧を監視し、
これを量子化することにより、撮像素子１００の温度を検出する。
【００８１】
　ここで、温度検出回路１０２について説明する。図６は、温度検出回路１０２を含む通
常画素Ｐの一部の要部を模式的に拡大した拡大図である。
【００８２】
　図６に示す通常画素Ｐは、画素内回路ＰＡとこの単位画素が含まれる水平ラインが読み
出し対象のライン（行）として選択される場合に、オン制御される行選択Ｔｒを含む。画
素内回路ＰＡは、フォトダイオード（ＰＤ）の他、フォトダイオードから転送される信号
電荷を電圧レベルに変換するコンデンサ（ＦＤ）と、オン期間においてフォトダイオード
に対し、蓄電されている信号電荷をコンデンサに転送する転送トランジスタ（Ｔ－ＴＲ）
と、コンデンサに蓄積された信号電荷を放出してリセットするリセットトランジスタ（Ｒ
Ｓ－ＴＲ）と、行選択Ｔｒがオン状態のときにコンデンサに転送された信号電荷を電圧レ
ベルの変化として増幅して所定の信号線に出力する出力トランジスタ（ＳＦ－ＴＲ）と、
を備える。通常画素Ｐは、リセットパルスφＲＳＰがハイレベルになる（立ち上がる）と
、リセットトランジスタがオン制御され、コンデンサがリセットされる。その後、通常画
素Ｐは、フォトダイオードに対して入射光量に応じた信号電荷が順次蓄電される。続いて
、通常画素Ｐは、転送トランジスタがオン制御されると（電荷転送パルスφＴＲが立ち上
がると）、フォトダイオードからコンデンサへの信号電荷の転送が開始される。これによ
り、通常の画素Ｐの信号電荷は、電圧としてＡＦＥ部２４４ｂに伝わる。
【００８３】
　温度検出画素ＰＣ内に構成される温度検出回路１０２は、温度で変化するＰＮジャンク
ションの順方向電圧を監視し測定することで、撮像素子１００内の温度を検出する。ＰＮ
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ド以外の拡散層を修正して構成してもよい。温度検出画素ＰＣにおいて温度検出回路１０
２からの温度情報信号は、行選択線に接続された行選択Ｔｒをオン制御することで、他の
通常画素Ｐにおける画素内回路ＰＡからの画像信号と同時に垂直信号線に読み出され、Ａ
ＦＥ部２４４ｂに出力される。
【００８４】
　以上説明した本発明の実施の形態２によれば、温度検出画素ＰＣ内の温度検出回路１０
２が撮像素子１００におけるセンサ部１０１の受光部１０１ａのＯＢ領域Ｒ２の画素ＰB

によって構成されるので、上述した温度検出部および温度検出部が検出した温度情報を重
畳する重畳部（重畳回路）を別途設けなくても、撮像素子１００の温度を処理装置３に出
力することができる。これにより、撮像素子１００のチップ面積をより小さくすることが
できる。
【００８５】
　また、本実施の形態２によれば、画像信号（映像信号）と同じＡＤＣを使用し、量子化
を行うため、より精度のよい温度情報を得ることが可能となる。
【００８６】
　なお、本実施の形態２では、温度検出回路１０２がＯＢ領域Ｒ２の一箇所に設けられて
いたが、複数設けてもよい。この場合、温度検出回路１０２は、ＯＢ領域Ｒ２の領域であ
って、ＡＦＥ部２４４ｂの近傍に複数設けてもよい。さらに、ＯＢ領域Ｒ２の四隅にそれ
ぞれ温度検出回路１０２を設けてもよい。
【符号の説明】
【００８７】
　１　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　処理装置
　４　光源装置
　５　表示装置
　１００，２４４　撮像素子
　１０１，２４４ａ　センサ部
　１０１ａ，２４４ｊ　受光部
　１０２　温度検出回路
　２４４ｂ　ＡＦＥ部
　２４４ｃ　タイミングジェネレータ
　２４４ｄ　温度検出部
　２４４ｅ　重畳部
　２４４ｆ　Ｐ／Ｓ変換部
　２４４ｈ　記録部
　２４４ｉ　撮像制御部
　２４４ｋ　読み出し部
　３０９　処理制御部
　Ｐ　通常画素
　ＰＡ　画素内回路
　ＰＣ　温度検出画素
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月29日(2013.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素から光電変換後の電気信号を画像情報として出力する撮像素子と、
　前記撮像素子と双方向に通信可能に接続された処理装置と、を備えた医療システムであ
って、
　前記撮像素子は、
　前記電気信号を前記画像情報に変換する処理を行い、該処理に伴って熱を発生する信号
処理部と、
　前記信号処理部の近傍に設けられ、前記信号処理部の温度を検出する温度検出部と、
　前記温度検出部が検出した温度に関する温度情報を前記画像情報とともに外部へ出力す
る出力部と、
　を備え、
　前記処理装置は、
　前記出力部から入力された前記温度情報に基づいて、前記撮像素子を制御する制御部を
備えたことを特徴とする医療システム。
【請求項２】
　前記信号処理部は、前記電気信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換部であり、
　前記温度検出部は、前記Ａ／Ｄ変換部の近傍に設けられていることを特徴とする請求項
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１に記載の医療システム。
【請求項３】
　前記温度検出部は、前記複数の画素のうち遮光されている画素の出力に基づいて、前記
信号処理部の温度を検出することを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記温度情報に基づいて、前記撮像素子における読み出し対象の画素数
を変更することを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項５】
　光を照射する照明部と、
　前記温度検出部が検出した前記温度情報に基づいて、前記照明部の駆動を制御する照明
制御部と、
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
 
【手続補正書】
【提出日】平成25年11月14日(2013.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列状に配列され、各々が行選択トランジスタを有し、光源変換後の電気信号を画像情
報として出力する複数の画素と、
　前記行選択トランジスタに接続された行選択線と、
　前記行選択線を介して前記行選択トランジスタを選択してオンにし、該行選択トランジ
スタをオンにした行に配置される前記複数の画素から前記電気信号を読み出す読み出し部
と、
　前記読み出し部により読み出された前記電気信号を前記画像情報に変換する処理を行い
、該処理に伴って熱を発生する信号処理部と、
　前記信号処理部の近傍に配設された画素に設けられ、該画素に設けられたＰＮジャンク
ションの順方向電圧に基づいて、前記信号処理部の温度を検出して温度情報を生成する温
度検出部と、
　前記温度検出部が生成した前記温度情報を前記画像情報とともに外部へ出力する出力部
と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記信号処理部は、前記電気信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換部であることを
特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記温度検出部は、前記複数の画素のうち遮光された領域に設けられていることを特徴
とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一つの撮像装置と、
　前記出力部から出力された前記温度情報を受信し、該温度情報に基づいて、前記読み出
し部による読み出しを制御する制御装置と、
　を備えたことを特徴とする医療システム。
【請求項５】
　光を照射する照明部と、
　前記温度情報に基づいて、前記照明部の駆動を制御する照明制御部と、
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　をさらに備えたことを特徴とする請求項４に記載の医療システム。
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摘要(译)

提供一种能够准确地校正图像信号的医疗系统。 内窥镜系统1包括：图
像传感器244，其从多个像素输出光电转换后的电信号作为图像信息；以
及处理装置3，其与图像传感器244双向连接并且可通信。 图像拾取装置
244包括：温度检测单元244d，其检测图像拾取装置244的温度；以及叠
加单元244e，其将与由温度检测单元244d检测到的温度有关的温度信息
与图像信息一起输出到外部。 包括处理控制单元309，其基于从叠加单
元244e输入的温度信息来控制图像传感器244。
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